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前
　
　
文

第
１
章

こ
こ
で
は
、
三
鷹
市
自
治
基
本
条
例
の
全
文
と
各
条
文
の
説
明
を
紹
介
し
ま
す
。

自
治
基
本
条
例
は
、
前
文
と
７
章
・
全
38
条
で
構
成
さ
れ
て
お
り
、
自
治
の
基
本

理
念
や
市
議
会
・
市
長
等
の
役
割
と
責
務
、
市
政
運
営
な
ど
に
関
す
る
基
本
的
な
事

項
を
定
め
て
い
ま
す
。

主
権
者
で
あ
る
市
民
の
信
託
に
基
づ
く

三
鷹
市
政
は
、
参
加
と
協
働
を
基
本
と
し
、

市
民
の
た
め
に
行
わ
れ
る
も
の
で
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。

市
民
に
と
っ
て
最
も
身
近
な
政
府
で
あ

る
三
鷹
市
は
、
市
民
の
期
待
に
応
え
、
市

民
の
た
め
の
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
る
と
と

も
に
、
ま
ち
づ
く
り
を
担
う
多
く
の
人
々

が
、
参
加
し
、
助
け
合
い
、
そ
し
て
共
に

責
任
を
担
い
合
う
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
を

進
め
る
こ
と
を
基
調
と
し
、
魅
力
と
個
性

の
あ
ふ
れ
る
ま
ち
三
鷹
を
創
る
こ
と
を
目

指
す
も
の
で
あ
る
。

三
鷹
市
は
、
文
人
た
ち
も
愛
し
た
緑
と

水
の
豊
か
な
ま
ち
で
あ
り
、
こ
れ
ま
で
の

歩
み
の
中
で
も
市
民
生
活
の
向
上
に
積
極

的
に
取
り
組
む
な
ど
、
常
に
先
駆
的
な
ま

ち
づ
く
り
を
進
め
て
き
た
。

私
た
ち
市
民
は
、
郷
土
三
鷹
を
愛
し
、

自
然
と
文
化
、
歴
史
を
大
切
に
し
、
誇
り

に
思
え
る
地
域
社
会
を
築
く
と
と
も
に
、

世
界
平
和
へ
の
寄
与
、
基
本
的
人
権
の
尊

重
、
協
働
と
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
に
根
ざ
し
た

市
民
自
治
を
確
か
な
も
の
と
し
、
日
本
国

憲
法
に
掲
げ
る
地
方
自
治
の
本
旨
を
こ
の

三
鷹
に
お
い
て
実
現
す
る
た
め
に
、
三
鷹

市
の
最
高
規
範
と
し
て
、
こ
こ
に
こ
の
条

例
を
制
定
す
る
。

・
前
文
は
、
条
例
の
制
定
の
趣
旨
、
目
的
、

基
本
原
則
な
ど
を
述
べ
る
も
の
で
、
条
例

の
本
文
に
先
立
ち
、
条
例
の
制
定
の
理
念

な
ど
を
明
ら
か
に
し
、
強
調
す
る
た
め
に

置
か
れ
る
も
の
で
す
。
三
鷹
市
で
は
、
情

報
公
開
条
例
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
セ
ン
タ

説
　
明

こ
の
条
例
は
、
三
鷹
市
に
お
け

る
自
治
の
基
本
理
念
と
基
本
原
則
及
び
自

治
機
構
と
自
治
運
営
の
基
本
的
な
仕
組
み

を
定
め
、
市
民
の
信
託
に
基
づ
く
市
議
会

及
び
市
長
等
の
役
割
と
責
任
を
明
ら
か
に

す
る
と
と
も
に
、
市
民
自
治
に
よ
る
協
働

の
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
し
、
も
っ
て
日
本

国
憲
法
に
定
め
る
地
方
自
治
の
本
旨
の
実

現
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。

・
目
的
規
定
は
、
条
例
の
達
成
し
よ
う
と

す
る
目
的
な
ど
を
明
ら
か
に
す
る
と
と
も

に
、
各
条
文
に
共
通
し
た
解
釈
の
指
針
を

示
す
た
め
に
定
め
ま
し
た
。

こ
の
条
例
に
お
い
て
、
次
の
各

号
に
掲
げ
る
用
語
の
意
義
は
、
当
該
各
号

に
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
る
。

ï
市
民
　
市
内
に
住
み
、
又
は
市
内
で

働
き
、
学
び
、
若
し
く
は
活
動
す
る
人

を
い
う
。

ñ
事
業
者
等
　
市
内
に
お
い
て
、
営
利

又
は
非
営
利
の
活
動
、
公
共
的
活
動
そ

の
他
の
活
動
を
営
む
団
体
を
い
う
。

ó
市
長
等
　
市
長
、
教
育
委
員
会
、
選

挙
管
理
委
員
会
、
監
査
委
員
、
公
平
委

員
会
、
農
業
委
員
会
及
び
固
定
資
産
評

価
審
査
委
員
会
を
い
う
。

ò
市
　
基
礎
自
治
体
と
し
て
の
三
鷹
市

を
い
う
。

１
第
２
条 
定
　
義

説
　
明

第
１
条 

目
　
的

・
「
市
民
」
と
は
、
市
内
に
住
所
を
有
す

る
人
や
市
内
の
事
業
所
に
勤
務
し
て
い
る

人
、
市
内
の
学
校
に
通
学
し
て
い
る
人
に

加
え
、
市
内
で
市
民
活
動
な
ど
、
さ
ま
ざ

ま
な
活
動
を
行
っ
て
い
る
個
人
と
し
て
定

め
て
い
ま
す
。

・
こ
れ
ま
で
も
市
は
、
こ
の
よ
う
な
い
わ

ゆ
る
「
市
内
活
動
者
」
も
「
市
民
」
と
し

て
と
ら
え
、
各
種
の
参
加
の
機
会
を
保
障

し
て
き
ま
し
た
。
例
え
ば
最
近
の
取
り
組

み
で
も
、
市
と
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
協
定

を
締
結
し
た
「
み
た
か
市
民
プ
ラ
ン
21
会

議
」
の
参
加
資
格
は
、
在
住
・
在
勤
・
在

学
の
市
民
に
加
え
、
市
内
で
の
活
動
者
も

含
め
る
な
ど
、
広
範
な
市
民
と
の
協
働
を

進
め
て
き
ま
し
た
。

こ
の
条
例
は
、
市
政
運
営
に
お

け
る
最
高
規
範
で
あ
り
、
市
は
、
他
の
条

例
、
規
則
等
の
制
定
並
び
に
法
令
、
条
例
、

規
則
等
の
解
釈
及
び
運
用
に
当
た
っ
て
は
、

こ
の
条
例
の
趣
旨
を
尊
重
し
、
こ
の
条
例

と
の
整
合
性
を
図
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

r

市
民
及
び
市
は
、
地
方
自
治
の
推
進
に

向
け
た
取
組
を
通
し
て
こ
の
条
例
の
不
断

の
見
直
し
及
び
検
証
を
行
い
、
将
来
に
わ

た
り
こ
の
条
例
を
発
展
さ
せ
る
も
の
と
す

る
。

・
自
治
基
本
条
例
は
三
鷹
市
の
最
高
規
範

と
し
て
、
自
治
の
基
本
理
念
や
基
本
方
針

説
　
明

第
３
条 条
例
の
最
高
規
範
性
等

説
　
明

な
ど
を
定
め
る
も
の
で
す
。
し
か
し
な
が

ら
、
自
治
基
本
条
例
も
他
の
条
例
と
形
式

的
に
は
同
じ
「
条
例
」
で
あ
り
、
日
本
国

憲
法
の
よ
う
に
、
他
の
法
規
の
上
位
に
位

置
す
る
も
の
で
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
こ
で
、

こ
の
条
例
が
市
政
運
営
に
お
い
て
、
文
字

通
り
最
も
基
本
と
な
る
条
例
で
あ
り
、
他

の
条
例
な
ど
の
制
定
に
あ
た
っ
て
は
自
治

基
本
条
例
と
の
整
合
性
を
図
ら
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
こ
と
な
ど
を
定
め
る
こ
と
に
よ

り
、
自
治
基
本
条
例
に
最
高
規
範
性
を
持

た
せ
、
言
わ
ば
「
三
鷹
市
の
憲
法
」
で
あ

る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
て
い
ま
す
。

・
市
が
定
め
る
条
例
・
規
則
の
み
な
ら
ず
、

分
権
改
革
で
拡
充
さ
れ
た
「
自
治
解
釈
権

（
法
令
解
釈
権
）」
の
視
点
か
ら
、
国
や
都

が
定
め
る
法
令
や
条
例
等
の
解
釈
及
び
運

用
に
当
た
っ
て
も
自
治
基
本
条
例
の
趣
旨

を
尊
重
す
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

・
自
治
基
本
条
例
を
、
日
本
国
憲
法
の
よ

う
に
容
易
に
改
正
し
な
い
「
硬
性
法
（
条

例
）」
と
す
る
の
で
は
な
く
、
制
定
後
も
、

市
民
等
に
よ
っ
て
検
証
・
見
直
し
が
行
わ

れ
、
育
て
ら
れ
る
条
例
で
あ
る
こ
と
を
明

ら
か
に
し
て
い
ま
す
。

・
三
鷹
市
の
自
治
基
本
条
例
の
特
徴
は
、

市
の
最
高
規
範
で
あ
る
と
と
も
に
、
他
団

体
の
自
治
基
本
条
例
に
比
べ
る
と
規
定
項

目
が
多
く
多
岐
に
わ
た
り
、
そ
の
内
容
も

抽
象
的
な
宣
言
で
は
な
く
、
具
体
的
な
規

定
に
よ
っ
て
実
効
性
の
あ
る
規
範
と
な
っ

て
い
る
こ
と
で
す
。
し
た
が
っ
て
、
各
種

の
制
度
の
創
設
や
変
更
等
に
伴
い
、
今
後

も
必
要
な
改
正
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。

ー
条
例
、
平
和
施
策
の
推
進
に
関
す
る
条

例
、
環
境
基
本
条
例
な
ど
の
条
例
で
前
文

が
置
か
れ
て
い
ま
す
。
自
治
基
本
条
例
は

三
鷹
市
の
最
高
規
範
と
し
て
、
自
治
の
基

本
理
念
や
基
本
方
針
な
ど
を
定
め
る
重
要

な
条
例
で
あ
り
、
そ
れ
ら
を
明
ら
か
に
す

る
た
め
に
前
文
を
置
き
ま
し
た
。

・
前
文
の
冒
頭
に
「
主
権
者
で
あ
る
市
民

の
信
託
に
基
づ
く
三
鷹
市
政
」
と
掲
げ
、

基
本
原
則
と
し
て
、
主
権
を
持
っ
た
市
民

の
信
託
に
よ
る
自
治
体
成
立
の
考
え
方
も

表
し
て
い
ま
す
。
そ
の
上
で
、
基
本
構
想

や
市
民
憲
章
に
も
通
じ
る
市
民
自
治
の
理

念
を
定
め
て
い
ま
す
。

パブリックコメントとは、重要な政策を策定するとき、原案を公表して意見を求め、それを
考慮して政策を決定することです。三鷹市は、これまでも基本計画や重要な条例等についてパ
ブリックコメントを行ってきましたが、開かれた市政運営と市民参加の一層の推進を図るため
に、自治基本条例（第16条）に制度の概要を定め、パブリックコメント手続条例に具体的な
手続を定めることによって制度化を図りました。
制度の概要は次のとおりです。
◆パブリックコメント手続の対象（政策等）
①市の基本的な制度を定める条例の案、市民生活又は事業活動に直接かつ重大な影響を与える
条例の案・規則等
②総合計画等の市の基本的政策を定める計画、個別行
政分野における計画等
③市の基本的な方向性を定める憲章・宣言等
◆意見提出期間は、政策等の案の公表の日から3週間
以上とする。
◆市長等は、パブリックコメント手続を実施して政策
等の策定を行った場合には、それと同時期に、提出意
見の概要、市長等の考え方、政策等の案を修正したと
きは修正内容を公表しなければならない。

パブリックコメント
手続条例


